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未来の行田を担う子供たちを守り育てる
社会の実現を目指して

第5次行田市総合振興計画の策定を進めています
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◎
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
開
設
（
平
成

19
年
度
）

　

市
内
に
３
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

５
カ
所
の
つ
ど
い
の
広
場
を
開
設
し
、
育
児
不

安
へ
の
相
談
指
導
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
新
た
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
１
カ
所
開
設
す
る
予
定
で
す
。

［
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
］

和
光
保
育
園
併
設
（
な
ご
み
）、太
井
保
育
園

併
設
、
児
童
セ
ン
タ
ー
併
設
（
は
す
の
こ
）

［
つ
ど
い
の
広
場
］　

学
童
保
育
室
併
設
（
み
な
み
・
ひ
が
し
・
さ
く

ら
・
さ
き
た
ま
）、独
立
施
設
（
み
な
み
か
わ
ら
）

◎
民
間
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
お
よ
び
人
材

強
化
事
業
の
実
施
（
平
成
21
年
度
）

　

保
育
所
の
入
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
堅
持
す
る

と
と
も
に
、
民
間
保
育
所
の
人
材
強
化
と
若
年

層
の
雇
用
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
民
間
保
育

所
の
定
員
拡
大
に
伴
う
常
勤
保
育
士
の
新
規
雇

用
や
、
臨
時
保
育
士
を
正
規
雇
用
に
転
換
し
た

場
合
、
そ
の
人
件
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◎
民
間
保
育
所
の
定
員
拡
大
の
促
進
（
平
成

21
・
22
年
度
）

　

定
員
を
超
え
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
21
年
度
に
10
人
、
平
成
22
年
度
に
10

人
の
認
可
保
育
所
の
定
員
拡
大
を
促
進
し
ま
し
た
。

◎
浮
き
城
の
ま
ち
・
子
育
て
ジ
ョ
イ
・
ハ
ッ
ピ

ー
事
業
の
実
施
（
平
成
21
年
度
）

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
地
域
振
興

を
図
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
児
童
の
誕
生
を

祝
し
、
出
産
児
童
１
人
当
た
り
３
万
６
千
円
相

当
の
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
券
」
を
保
護
者
に
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
楽
し
さ
を
家
族
の

皆
さ
ん
で
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
出
生

児
童
が
満
１
歳
を
迎
え
る
ま
で
の
１
年
間
、
協

賛
店
舗
独
自
の
お
祝
い
セ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
す
。

◎
学
童
保
育
室
の
整
備
（
平
成
19
年
度
）

　

下
忍
学
童
保
育
室
と
荒
木
学
童
保
育
室
を
整

備
し
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
に
12
カ
所
の
学
童

　

本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
を
実
施
す
る
こ

と
で
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近
の
新
た
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
育
て
の
実
態
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾

け
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援

子育て家庭の交流の場となっている子育て支援センター

保
護
者
の
就
労
支
援
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保
育
室
が
あ
り
、
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
と

保
護
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
学
童
保
育
室
の
定
員
の
拡
大
（
平
成
21
・
22

年
度
）

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
に
よ
る
学
童
保
育
室
の

需
用
増
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
は
50

人
、
平
成
22
年
度
に
は
37
人
の
定
員
拡
大
を
行

い
、
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
小
学
４
年
生
の
児

童
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
柔
軟
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
学
童
保
育
室
送
迎
支
援
事
業
の
実
施
（
平
成

21
年
度
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会

員
間
に
よ
る
送
迎
支
援
を
活
用
し
、
学
童
保
育

室
の
入
室
待
機
児
童
を
受
け
入
れ
可
能
な
学
区

外
の
学
童
保
育
室
に
送
り
届
け
る
た
め
の
費
用

を
市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
室
待

機
児
童
の
解
消
と
学
童
保
育
室
未
設
置
学
区
の

児
童
に
対
す
る
公
平
性
の
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
医
療
費
の
拡
大
（
平
成
20
年
度
）

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
通
院
に
つ
い
て
は
中
学

校
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
命
を

守
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
（
平
成
20
年
度
）

　

万
一
に
備
え
、
主
た
る
利
用
者
が
子
ど
も
で

あ
る
児
童
セ
ン
タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
、
学
童

保
育
室
な
ど
17
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
具
の
更
新（
平
成
21
年
度
）

　

安
心
し
て
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
老
朽
化
し
た
遊
具
の
更
新
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
室
内
遊
具
の
充
実
を
図
り
、

利
用
者
層
の
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

◎
児
童
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
（
平
成

22
年
度
）

　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
ト
イ
レ
改
修
や
幼
児
用
ト
イ

レ
の
整
備
、
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

　

担
当
（
内
線
２
９
２
）
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子
ど
も
医
療
費
の
拡
大

安
心
・
安
全
な
施
設
の
推
進新しくなった児童センターの遊具

　

本
市
で
は
平
成
17
年
３
月
に
行
田
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
前
期
計
画
）
を
策
定
し
、

次
世
代
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

『
子
ど
も
と
親
が
笑
顔
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち　

ぎ
ょ
う
だ
』
を
基
本
理
念
と
す
る
後
期

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

行
田
市
次
世
代
育
成
支
援

　
　
　

（
後
期
計
画
）の
策
定

子
ど
も
の
視
点
を
大
切
に
し
、
社

会
性
の
向
上
や
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

❶ ◎
後
期
計
画
の
基
本
的
視
点

子
育
て
に
と
も
な
う
よ
ろ
こ
び
が

実
感
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

❷
地
域
で
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
あ

え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

❸

後期計画の目標事業量
　本市における保育事業の充実のため、次のとおり数値目標
を設定しました。今後、本市の児童数や保育ニーズなどを踏
まえながら、目標の達成に努めます。

事　　　業　　　名 実　　績
【平成20年度】

目　　標
【平成26年度】

通常保育事業 1,257人 1,340人

延長保育事業 ５カ所 ８カ所

トワイライトステイ事業 ２カ所 ２カ所

病児・病後児保育事業
（延べ利用日数） １カ所 ２カ所

（476日）

放課後児童健全育成事業
（定員数）

12カ所
（510人）

14カ所
（645人）

地域子育て支援拠点事業
〈ひろば型、センター型、児童館型〉 ８カ所 ９カ所

一時預かり事業
（延べ利用日数） １カ所 １カ所

（298日）

ショートステイ事業 ２カ所 ２カ所

ファミリー・サポート・センター事業
（延べ利用人数）

１カ所
（768人）

１カ所
（800人）

家庭保育室の運営事業
（1カ月当たりの利用人数）

２カ所
（41人） 

２カ所
（50人）
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　総合振興計画とは、本市のまちづくりのビジョンを明らかにして、そ
れを実現するための施策を体系的に示した重要な計画です。計画の策
定にあたっては、「市民意識調査」や「ぎょうだ夢づくり会議」などで、
市民の皆さんからいただいた意見を十分に踏まえながら庁内で検討を重
ねてきました。
　このたび、今後のまちづ
くりの枠組みを示す基本構
想の原案がまとまり、市民
の代表によって構成される
「総合振興計画審議会」に
諮問しましたので、その概
要をお知らせします。

基  本  構  想（ 原 案 ）

まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念

目指すべき将来像目指すべき将来像

将来フレーム将来フレーム

施策の大綱施策の大綱

　３つの“元気”を柱とした基本理念とそれぞれのキーワードを定め、
目指すべきまちづくりの方向を市民と行政が共有することで、協働のま
ちづくりを進めます。

まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念

目指すべき将来像目指すべき将来像

将来フレーム将来フレーム

施策の大綱施策の大綱

   『古代から未来へ  
　　　　　　夢をつなぐまち  ぎょうだ』
　埼玉県名発祥の地である本市は、古代から続く悠久の時の流れととも
に、豊かな自然と輝かしい歴史、そして薫り高い文化をはぐくんできま
した。
　こうした先人から受け継いだまちの“財産”に誇りを持ち、守り、継
承し、また、市民と行政との創意工夫によるまちづくりを進めることで、
未来の市民へ夢をつなぎ、活力と希望に満ちたまちを目指します。

『ひとの元気・地域の元気・まちの元気』
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まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念

目指すべき将来像目指すべき将来像

将来フレーム将来フレーム

施策の大綱施策の大綱

　本計画では、本市で活動するすべての人々を活力あふれるまちづくりの担い手とみなした「まちづくり
人口」の目標を新たに設定します。まちづくり人口とは、本市に住む人だけでなく、訪れる人、働く人、
学ぶ人すべてを含めて、まちの活力創出の力となる人口を意味しています。
　これらすべての人が活躍できるまちづくりを進めることを目標に、まちづくり人口10万人の達成を目
指します。

まちづくりの基本理念まちづくりの基本理念

目指すべき将来像目指すべき将来像

将来フレーム将来フレーム

施策の大綱施策の大綱
　将来像を実現するために、まちづくりの基本理念を踏まえた８つの大綱を柱として、各種政策に取り組
みます。

　大綱における各分野の施策を示す「基本計画」についても策定を進めています。皆さんの声を反映させ
た計画にするため、ご意見をお聴かせください。

▶問い合わせ　企画政策課企画担当（内線309）

は
ぐ
く
み（
教
育
・
文
化
・
芸
術
）

「
未
来
を
ひ
ら
く
人
材
と

　
　
　
　
　
　
　

文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」

は
ぐ
く
み（
教
育
・
文
化
・
芸
術
）

「
未
来
を
ひ
ら
く
人
材
と

　
　
　
　
　
　
　

文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」

『古代から未来へ　夢をつなぐまち　ぎょうだ』『古代から未来へ　夢をつなぐまち　ぎょうだ』

ふ
れ
あ
い（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

「
支
え
合
い
、元
気
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

ふ
れ
あ
い（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

「
支
え
合
い
、元
気
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

【将来像】【将来像】

【基本理念】【基本理念】 『ひとの元気・地域の元気・まちの元気』『ひとの元気・地域の元気・まちの元気』

将来像の実現を目指す将来像の実現を目指す

や
す
ら
ぎ（
保
健
・
福
祉
・
医
療
）

「
だ
れ
も
が
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

や
す
ら
ぎ（
保
健
・
福
祉
・
医
療
）

「
だ
れ
も
が
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

う
る
お
い（
環
境
）

「
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
た

　
　
　
　
　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

安
心
・
安
全（
危
機
管
理
）

「
安
心
と
安
全
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
　
　

快
適（
都
市
基
盤
）

「
生
活
基
盤
が
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
　

便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
　

に
ぎ
わ
い（
産
業
・
経
済
・
観
光
）

「
活
気
と
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
　

信
頼（
行
財
政
運
営
）

「
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
信
頼
の
ま
ち
づ
く
り
」

う
る
お
い（
環
境
）

「
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
た

　
　
　
　
　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

安
心
・
安
全（
危
機
管
理
）

「
安
心
と
安
全
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
　
　

快
適（
都
市
基
盤
）

「
生
活
基
盤
が
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
　

便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
　

に
ぎ
わ
い（
産
業
・
経
済
・
観
光
）

「
活
気
と
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
　

信
頼（
行
財
政
運
営
）

「
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
信
頼
の
ま
ち
づ
く
り
」
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市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
正
し
く

理
解
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
」

と
い
う
意
識
を
高
め
、
差
別
の
根
本
的
解
消

を
目
指
す
た
め
、
次
の
啓
発
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

と
し
て
、
人
権
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
素
直
で
純
粋
な
感
性
を
持
っ

て
、
人
権
の
大
切
さ
を
表
し
た
標
語
を
作
っ

て
い
ま
す
。
標
語
の
募
集
に
よ
り
、
子
供
た

ち
自
身
の
人
権
意
識
を
高
め
、
自
己
啓
発
の

役
目
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
標
語

を
印
刷
し
、
市
内
全
世
帯
と
公
共
施
設
な
ど

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
優
秀
作
品

に
つ
い
て
は
標
語
の
た
て
看
板
を
作
成
し
、

公
民
館
な
ど
の
施
設
に
設
置
す
る
な
ど
、
市

民
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

全
市
民
を
対
象
に
、
差
別
の
根
本
的
解
決

に
向
け
た
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

研
修
会
は
、
人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

理
解
、
さ
ら
に
は
問
題
認
識
の
再
確
認
を

す
る
場
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

人
権
を
尊
重
し
、
痛
み
の
分
か
る
人
権
の
推

進
者
を
育
て
る
こ
と
も
考
え
、
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
各
地
区
の
人

権
教
育
推
進
協
議
会
、
公
民
館
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

各
地
域
の
研
修
期
日
な
ど
は
、
各
地
域
公
民

館
お
よ
び
自
治
会
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
一
覧

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
研
修
の
主
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
積
極
的
に
人
権
・
同
和
問
題
地

区
別
研
修
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
た
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
り

し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
人
権

意
識
の
高
揚
と
誤
っ
た
差
別
意
識
の
一
掃
を

図
り
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
の

人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課
人
権
同
和
対

　

策
担
当
（
内
線
２
２
１
）

差
別
の
な
い
明
る
い
人
権
尊
重
社
会
を
目
指
し
て

差
別
の
な
い
明
る
い
人
権
尊
重
社
会
を
目
指
し
て

８
月
は
﹁
差
別
を
許
さ
な
い

　
　
　
　

  

市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
﹂
で
す

８
月
は
﹁
差
別
を
許
さ
な
い

　
　
　
　

  

市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
﹂
で
す

　

人
権
標
語
の
募
集
・
活
用

 

人
権
・
同
和
問
題
地
区
別
研
修
会
の
開
催

　すべての県民が互いの人権を尊重しながら共に生き
る社会を実現するため、県民総ぐるみで取り組む「人
権尊重社会をめざす県民運動」の一環として、ヒュー
マンフェスタ2010さいたまを開催します。

▶日　　時　8月26日(木)午前10時～午後4時40分
▶場　　所　大宮ソニックシティ
　　　　  　（さいたま市大宮区桜木町１－７－５）
▶内　　容　　
 【大ホール】
　 ○人権作文表彰・発表（午後１時）
　 ○人権講演会 : 小錦八十吉さん（元大関）（午後2時）
　 ○木村弓ハートフルコンサート（午後３時30分）

　 ほか
 【小ホール】
　 ○講演会 : 松野明美さん（午前11時）
　 ○ピアノ演奏（午後1時）　ほか
 【国際会議室】(午前10時～午後4時) 
　 ○人権啓発資料展示
　 ○人権相談コーナー開設　ほか
▶入 場 料　無料　※事前申し込み不要(先着順)
▶問い合わせ　埼玉県人権推進課企画・総務担当
　☎048－830－2255

ヒューマンフェスタ2010さいたま

人権尊重社会をめざす県民運動「行田市民便利帳」共同発行の
調印式を行いました

　市役所での各種手続きや施設案内などの行政情報をまとめ
た「行田市民便利帳」の発行に先立ち、７月８日に株式会社
サイネックスと共同発行に関する協定書調印式を市役所で行
いました。
　従来の行政情報に加え、地域の情報や事業者の広告などが
掲載される実用性の高い今回の行田市民便利帳の製作は、印
刷から発行に要する経費を掲載する広告料で賄い、市の費用
負担は伴わない官民協働事業として実施します。
　この行田市民便利帳は、市内全域および転入者への配布を
平成23年１月から予定しています。今後、行田市民便利帳に
広告を掲載していただける市内事業者を募集するため、株式
会社サイネックスが直接、事業者の皆さんに広告掲載のお願
いに伺いますので、ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

協定書を取り交わした工藤市長と株式会社サイネックス村田社長
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 「もし自分が市長だったら」という視点から、市政に対する
意見・提言を寄せていただく「市長と語る対話集会」を開催し
ます。
　この集会は、自治会長をはじめとする各種団体の代表者の皆
さんに呼びかけ、さらに公募の市民の皆さんの参加もいただ
き、対話方式で市長が直接意見・提言を伺うものです。
　次の地区を対象に開催します。ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所

　市民の視点での行財政改革を目的とし、業務改善の
方策や事務事業のあり方について提言をいただくため
に設置している「行財政改革審議官」を、安住清美氏
（藤原町）と中川由美子氏（門井町）に委嘱しました。
　お二人には、市民サービスのさらなる向上のための
調査・研究にご活躍いただきます。

行財政改革審議官を
委嘱しました

「市長と語る対話集会」の
参加者を募集します

地　　区 日　　時 場　　所

佐　間  ８月２６日（木）
午後７時～８時３０分 佐間公民館

下忍、埼玉  ８月２８日（土）
午後１時３０分～３時 下忍公民館

▶対　　象　該当地区在住の方
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318） ▶問い合わせ　企画政策課改革推進担当（内線308）

行田市電子申請・届出サービスが新しくなりました

電子申請利用拡大キャンペーンを実施します電子申請利用拡大キャンペーンを実施します電子申請利用拡大キャンペーンを実施します

中川由美子 氏
（門井町）

安住　清美 氏
（藤原町）

○行田市電子申請・届出サービス　
　インターネットを利用し、原則として24時間365
日、申請・届出をすることができるサービスです。
　埼玉県と県内市町は、共同でシステムを運用し、こ
のサービスを提供しています。
　システムが新しくなったため、新しい窓口へアクセ
スしてください。　
　https://denshi.pref.saitama.lg.jp/から行田市を
クリックしてください。

○さらに使いやすく
　画面が見やすくなり、ID･パスワード制が導入され仮
登録が不要になるなど、さらに使いやすいシステムと
なりました。

○申請などが簡単に
　一部の申請手続きや申請書のダウンロードがパソコ
ンから行えます。 

○操作などを体験してもらうキャンペーンを実施
 「電子申請・届出サービス」のリニューアルを記念
し、さらに皆さんに役立つサービスとするため、アン

ケートを実施します。
　アンケートにご協力いた
だいた方の中から抽選で
150人に埼玉県とシステム
を共同利用する市町が用意
する「記念品」をプレゼント
します。

▶募集期間　８月１日（日）
　～31日（火）
▶申し込み　市ホームペー
　ジ（オンラインサービス
　内）の「電子申請利用拡大キャンペーン」からアクセ

スしてください。

　　皆さんの意見を参考にして、このシステムで申請・
届出ができる種類を充実させていきます。

▶問い合わせ　広報広聴課情報担当（内線322）
　ホームページ　http://www.city.gyoda.lg.jp/
　11/05/11/densi_campaign.html

行田市電子申請・届出サービスのシステムが7月１日から更新されました。
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　今年度に65歳から74歳になる方へ、特定健診の受診券を発送
しました。受診期間は８月から12月10日までです。医療機関に確
認のうえ、今回送付した受診券および行田市国民健康保険証を忘れ
ずに持参して、受診してください。
　また、８月２日以降に75歳になる方が誕生日以降に受診される
場合は、受診券整理番号が変更になりますので保険年金課へ問い合
わせください。
　なお、65歳未満の方の受診期間は６月から９月までです。終了
間際は混み合いますので早めに受診してください。

　後期高齢者医療制度の被保険者の皆さんに、
健康診査の受診券を発送しました。
　健康診査は無料で、受診期間は８月から12月
10日までです。医療機関に確認のうえ、今回送
付した受診券および後期高齢者医療被保険者証
を忘れずに持参して、受診してください。
　なお、８月２日以降に75歳になる方が誕生
日以降に受診される場合は、受診券整理番号が
変更になりますので保
険年金課へ問い合わせ
ください。
▶問い合わせ	 同課医
療担当(内線226・
227)

▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272・273）

　特定健診を受診された方の中から抽選で10人の方に、
行田商店共通商品券（1万円分）をプレゼントします。
▶対　　象	 期間中に健診を済まされた方
▶抽　　選	 平成23年3月末（予定）
▶そ の 他	 受診した時点で対象となりますので、応募の

必要はありません。

65歳から74歳の国民健康保険に加入している方へ

特定健診を受診してください後期高齢者健康診査が
始まります

　制度の利用に際しては、それぞれ所得の制限があり
ますのでご注意ください。

■ 児童扶養手当

▶対　　象　次のいずれかに該当する子どもを育てて
いる父母または養育者
○父母が婚姻を解消した子ども
○父または母が死亡した子ども
○父または母に一定の障害がある子ども
○父または母の生死が明らかでない子ども
○その他（父または母が１年以上遺棄している子ど
も、父または母が１年以上拘禁されている子ど
も、母が婚姻によらないで妊娠した子どもなど）
※婚姻には、婚姻届を提出していないが、事実上婚
姻関係と同様の事情にある場合（内縁関係など）
を含みます。

▶注　　意　次の場合は支給対象となりません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さない
とき
○申請する方が公的年金を受けることができるとき
○子どもが父または母の死亡について支給される公
的年金を受けることができるとき
○子どもが父または母に支給される公的年金の額の
加算の対象となっているとき
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき

▶支給期間　子どもが18歳になった年度末（子ども
が政令で定める障害があるときは20歳）まで
※手当の対象は申請を受け付けた翌月分から

▶問い合わせ	 子育て支援課子育て支援担当（内線
292）または子育て総合支援窓口☎556－2011

■ 特別児童扶養手当

▶対　　象　精神または身体に一定の障害がある20
歳未満の子どもを育てている方

▶注　　意　次の場合は支給対象となりません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さない
とき

○子どもが障害による公的年金を受けることができ
るとき

○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき
▶支給開始　申請を受け付けた翌月分から
▶問い合わせ	 子育て支援課子育て支援担当（内線
292）または子育て総合支援窓口☎556－2011

■ ひとり親家庭等医療費支給

▶対　　象　ひとり親家庭などで子どもを育てている
方（養育者を含む）とその子ども

▶内　　容　医療費の一部を支給
▶支給開始　申請を受け付けた日から
▶問い合わせ	 保険年金課医療担当（内線226）

児童扶養手当などの制度ご存じですか
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国民健康保険被保険者証をお持ちの方

　国民健康保険に加入している70歳未満の方が入院し
たとき、事前に申請すると ｢国民健康保険限度額適用認
定証｣ が交付され、入院時の１カ月の医療費の負担が自
己負担限度額までとなります。また、世帯主とその世帯
の国民健康保険被保険者全員が市民税非課税の場合（市
民税非課税世帯）には、入院時の食事代が軽減される

「限度額適用・標準負担額減額認定証｣ が交付されます。
　ただし、国民健康保険税の滞納がある世帯の被保険者
には、これらの認定証の交付はできませんが、市民税非
課税世帯の被保険者には、食事代のみ軽減される「標準
負担額減額認定証」を交付します。
▶申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、印鑑

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方

　後期高齢者医療被保険者で市民税非課税世帯に属して
いる方は、申請により入院時の１カ月の医療費の負担が
自己負担限度額までとなり、食事代が軽減される「後期
高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証｣ が交
付されます。
▶申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証、印鑑

▶問い合わせ
国民健康保険については
保険年金課国保担当（内
線271・272・273）
後 期高齢 者 医 療につい
ては保険年金課医療担当

（内線226・227）

　これまで、倒産・解雇、雇い止めなどにより離職され
た方で国民健康保険税の軽減を受けていた方が、会社
などの保険に加入し、いったん国民健康保険を脱退する
と、再び国民健康保険に加入しても軽減は受けられませ
んでした。
　このたび、この適用が見直され、再び国民健康保険に
加入したとき、離職時に新たな雇用保険の受給資格が生
じていなければ、前回離職時の保険税軽減対象期間が
適用されるようになりました。該当する方は、再度、雇
用保険受給資格者証を持参し、保険年金課に申し出くだ
さい。なお、この適用は平成 22 年４月の制度施行時に
さかのぼって実施されます。
▶問い合わせ 同課国保担当（内線271・272・273）

▶内 　 　 容 行田都市計画生産緑地地区（星河第10
号・太井第25号）の変更について

▶縦 覧 期 間 ８月26日（木）～９月８日（水）　午前８
時30分～午後５時（土・日曜日を除く）

▶縦 覧 場 所 まちづくり推進課

　この都市計画案にご意見のある方は、意見書を提出す
ることができます。
▶意見書の提出 まちづくり推進課に用意してある意見書

を８月26 日(木) ～９月８日（水）（ 必
着）に、直接または郵送で同課へ提出し
てください。（〒361−8601 行田市本
丸２−５）
※意見書を提出できる方は、市内在住の

方または利害関係者です。
▶問い合わせ 同課計画担当（内線３５５・３５９）

　「認知症サポーター」は、認知症について正しく理解
し、認知症の方やその家族を見守り支援する応援者です

（認知症の方の介護などに従事してもらうわけではありま
せん）。
　この応援者をひとりでも増やし、誰もが安心して暮ら
せるまちづくりを目的とした認知症サポーター養成講座
を開催します。下記日程で都合の良い日に受講してくだ
さい。

日 　 　 時 場 　 　 所 担  当  包  括
８月26日（木）
午後１時30 分 みらい 地域包括支援センター

壮幸会

８月27日（金）
午後１時30 分

総合福祉会館
「やすらぎの里」

地域包括支援センター
緑風苑

10月19日（火）
午後１時30 分 荒木公民館 地域包括支援センター

まきば園

11月20日（土）
午後１時30 分 みらい 地域包括支援センター

緑風苑

※受け付けは午後１時から、受講時間は約１時間半
▶対　　象 認知症や高齢者の介護に関心のある方
▶申し込み 高齢者福祉課、各地域包括支援センターお

よび各講座開催場所にある申込用紙に必要
事項を記入のうえ、開催日の１週間前まで
に申し込みください。

▶問い合わせ 高齢者福祉課高齢福祉担当（内線278）
 地域包括支援センター緑風苑
 ☎557−3611
 地域包括支援センターまきば園
 ☎550−1777
 地域包括支援センター壮幸会
 ☎552−1123

入院時の医療費と食事代の窓口負担額が
減額されます

再加入の非自発的離職者も
国民健康保険税の軽減が受けられます

都市計画案の縦覧を行います

認知症サポーター養成講座の
受講者を募集します
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　市では、少人数学級実施のため、子どもが好きで教える
のが大好きな先生を募集します。

▶募集人員　市内の小学校に常勤する教諭…若干名
　　　　　　※中学校教員の募集は、11月１日（月）から配

　布予定の第２次募集要項でお知らせします。
▶募集要件　小学校の教員免許状をお持ちの方（平成23

年３月31日までに当該免許を取得見込みの
方も可）で、昭和50年４月２日以降に生ま
れた方　

▶募集要項　市ホームページよりダウンロードしてくださ
い（８月３日（火）から可能）。また、学校
教育課（産業文化会館３階）および人事課
（市役所２階）で配布します。郵送希望の場
合は120円切手を貼り、あて先を明記した
返信用の角型２号封筒を同封のうえ、学校教
育課（〒361―0052 行田市本丸2―20）
までお送りください。

▶願書締切 【窓口受付】10月８日（金）午後５時まで
　　　　　 【郵送受付】10月９日（土）消印有効
▶採用試験 【１次試験】10月24日（日）
　　　　　 【２次試験】平成23年１月15日（土）
▶任用期間　平成23年度の１年間（再任用制度あり）
▶待　　遇　当市規定により、埼玉県費負担教職員と同程

度の給与・手当を支給します。また、公立学
校共済組合埼玉支部、（財）埼玉県教職員互助
会に加入します。

▶申し込み・問い合わせ　同課学校教育改革担当 
　　　　　　☎556―8316

浮き城先生を募集します（第１次）
緊急雇用対策

（緊急雇用創出基金事業）により

臨時職員を募集します

業務内容
  税務課収納担当におけるエクセルおよ  
  びワードでの入力業務など　

募集人数   2 人

雇用期間   9 月 1 日（水）～ 12 月 31 日（金）

勤務時間
  午前8時30分～午後5時　週5日勤務 
 （月～金曜日）

賃　　金   時給830円　

そ の 他   社会保険および雇用保険に加入　

▶応募要件　民間会社（営利法人）の業績不振で任期
　　　　　　満了前に解雇された、または任期満了

により雇い止めとなったなどで、現在
求職活動をしている方

▶応募方法　8月16日（月）までに履歴書（市販のも
の）と離職証明書（発行されている場
合）を人事課へ持参してください。

▶面 接 日　8月19日（木）を予定しています。
▶採用決定　面接のうえ採否を決定します。
▶問い合わせ　税務課収納担当（内線237）または人
　　　　　　事課人事給与担当（内線207）

優良運転者を
　  表彰します
優良運転者を
　  表彰します
優良運転者を
　  表彰します

▶受付期間　９月１日（水）～30日（木）（土・日
　曜日、祝日を除く）　
▶表彰基準　①運転経験５年以上を有し、常に

安全運転を心掛け、他の運転者の規範と認め
られる方　②過去５年間、10年間、15年間、
20年間、25年間、30年間、35年間に分け
て無事故、無違反の運転者 　

▶資格要件　①行田交通安全協会に入会してい
る方　②平成17年10月以降、優良運転者と
して行田警察署・同協会の表彰を受けていな
い方 　

▶申請方法　同協会事務局にある申請用紙およ
び無事故・無違反証明交付申請書に必要事
項を記入のうえ、運転免許証、認め印、同協
会会員証、無事故・無違反証明書交付手数料
630円を同協会事務局へ持参してください。 

▶表　　彰　受賞者には後日表彰式の期日を通
知します。※表彰式は10月下旬を予定　

▶申請・問い合わせ　同協会事務局（行田警察
署内）☎555―1112

幼稚園就園奨励費を支給します

　市では、幼稚園教育の一層の普及・充実ならびに保護者
の負担を軽減するため、市内外の幼稚園へ通園しているお
子さんがいる家庭に、市民税の課税額に応じて、保育料の
一部を補助しています。

▶申請方法　幼稚園を通じて、申請してください。市内の
幼稚園には調書を配布しています。市外の幼
稚園へ通園している園児のいる家庭で、申請
をしていない方はご連絡ください。

▶問い合わせ　教育総務課財務施設担当☎556―8311
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平成22年10月1日に国勢調査を行います

ぎょうだ男女共同参画フォーラム2010
男女共同参画講演会

　歌手としての活動はもちろん、司会や存在感のある演技力を生かし、多方面で
活躍している湯原昌幸さんを講師にお迎えします。

▶日　　時　10月9日（土）午後1時30分開場　午後2時開演
▶場　　所  「みらい」文化ホール
▶演　　題  「人生半分・歌暦」　
▶入 場 料　500円
▶入場券販売場所・販売期間　
　　　　　　①ＶＩＶＡぎょうだおよび生活課　8月18日(水)～10月8日(金)
　　　　　　②各公民館および南河原支所　　　8月18日(水)～9月2日(木)
　　　　　　※ＶＩＶＡぎょうだ、公民館は月曜休館　
　　　　　　　生活課および南河原支所は土・日曜日、祝日を除く
▶そ の 他　手話通訳、ひととき保育（２歳以上の未就学児の保育・無料）を行います。
　　　　　　保育を希望される方は9月24日(金)までに申し込みください。（当日申し込み不可）
▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ ☎556－9301

第１期納期限　８月27日（金）
　期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利用ください。
また、負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
▶問い合わせ　下水道課業務担当☎564―0303（前谷
　１―１水道庁舎内）

下水道事業受益者負担金の
納付をお忘れなく

～期限内納付にご協力を～

　下水道は自然環境や皆さんの生活環境をよりよくするた
めの公共財産です。下水道に油を流すと、下水道管の中で
固まって詰まり、悪臭の原因になります。
　環境を守るため、皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

【各家庭へのお願い】
　・使い切る…残った油は熱いうちにこし器へ移し、いた
　　　　　　　め物などで使い切りましょう。
　・ふき取る…鍋や皿に付いた油汚れはふき取ってから洗
　　　　　　　いましょう。
　・吸い取る…古い油は新聞紙などで吸い取り、燃やせる
　　　　　　　ごみとして出しましょう。
【飲食店へのお願い】
　　家庭に比べ油の使用量が多い飲食店は、グリース阻集
　器（排水中の油を分離・貯留する装置）の設置をお願い
　しています。
▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

　市では、紙類を「新聞」「雑誌や箱類」「段ボール」
「紙パック」に分別し、資源化を行っていますが、まだ多
くのリサイクル可能な紙類が「燃やせるごみ」の中に含ま
れています。
　燃やせるごみのさらなる減量化、資源化を図るため、９
月から「雑がみ」の分別収集を開始しますので、ご協力を
お願いします。

「雑がみ」とは
 「雑がみ」とは、家庭で不要になったパンフレット、コピー
用紙、包装紙、紙箱、紙袋などの紙全般のことをいいます。
「雑がみ」の分別

「雑がみ」を資源物として回収します

「雑がみ」の出し方　
・雑誌と一緒にそろえて、ひもで十字に縛ってください。
・小さな雑がみは、紙袋に入れ、中身が出ないように口を
　折り、ひもで十字に縛ってください。
・ラップやトイレットペーパーの芯、菓子箱、ティッシュ
　箱などはつぶして出してください。
「雑がみ」の収集日　　
　資源ごみの収集日に、地区の資源ごみ集積所へ出してく
ださい。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530　

対象と
なるもの

各種包装紙、ティッシュ箱、菓子・レトルト食品の箱、
ラップ・アルミホイルの箱、カレンダー、ノート、紙
製ファイル、事務用紙、メモ用紙、カタログ・パンフ
レットなどの紙で名刺サイズ以上のもの　
※いずれもセロハン、ビニールおよび金属部分を除いたもの

対象と
ならないもの

汚れた紙、写真、感熱紙、カーボン紙など、紙コップ
などのワックス加工紙、せっけん・洗剤の箱、シュ
レッダー紙、紙おむつ、使用済みティッシュペーパーなど
※燃やせるごみとして出してください　
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　埼玉県では、家庭の二酸化炭素の排出を削減するため、
「家庭の省エネ診断」「省エネナビの貸し出し」を行っています。
　①家庭の省エネ診断
　電気・ガスの使用状況や使用機器などのアンケートをも
とに、「省エネ診断書」を作成し、専任スタッフが家庭に
お伺いして説明、省エネのアドバイスをします。
▶実 施 日　10月15日（金）までの月～金曜日

②省エネナビの貸し出し　
　省エネナビは、家庭の分電盤に測定器を取り付けること
で、電気使用量をリアルタイムで表示できる機器です。さ
らに、コンセントに個別センサーを取り付ければテレビや
エアコンなどの個別電気使用量を測定することができます。
▶貸出期間　平成23年２月28日（月）まで
　▶申し込み（①②ともに）
　県ホームページから所定の申込書をダウンロードし、必
要事項を記入のうえ、①は9月30日(木)までに、②は貸
出期間中に郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法で埼玉
県環境部温暖化対策課【郵送】〒330－9301  さいた
ま市浦和区高砂3－15－1【FAX】048－830－4777
【Eメール】 a3030-10@pref.saitama.lg.jp【県ホー
ムページ】 http://www.pref.saitama.lg.jp/page/
nabishindan.html

▶問い合わせ　同課☎048－830－3038

家庭の省エネ生活をサポートします

　生活環境の美化ならびに市民の環境衛生意識の向上を図
るため、全市民参加の市内一斉清掃(ごみゼロ運動)を行い
ますので、ご協力をお願いします。

▶実 施 日　８月８日（日）
　　　　　※雨天などにより中止する場合は、午前６時

　　　　　30分に防災行政無線でお知らせします。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

夏のごみゼロ運動を実施します

　埼玉県行田浄水場では、水づくりとともに環境問題にも
取り組んでいます。環境やごみの資源化を考えて、場内で
発生する刈り芝などを堆肥化し、「芝堆肥みのり」と名付
けて無料でお分けします。
　堆肥がなくなり次第終了しますので、事前に電話で堆肥
の有無を確認してください。
　
▶日　　時　９月２日（木）から毎週火・木曜日（祝日を除
　　　　　　く）午前９時～11時および午後１時～３時
▶場　　所　行田浄水場（小針1632）　
▶条　　件　取りに来られる方（一人最大１立方メートル）
▶持 ち 物　堆肥を入れる袋など　
▶そ の 他　除草剤や農薬は使用していませんが、施肥な

　　　　　どは使用者の判断でお願いします。
▶問い合わせ　県行田浄水場工務部工務第一担当
　　　　　　☎559―3660（内線750）

芝堆肥を無料でお分けします
たい  ひ
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【
事
例
１
】　　
　

　

不
用
に
な
っ
た
電
気
製
品
な
ど
を
無
料
で
回

収
す
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な
が
ら
巡
回
し
て
い

た
業
者
に
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
の
回
収
を
頼

ん
だ
ら
２
万
円
請
求
さ
れ
た
。
業
者
の
態
度
に

恐
怖
を
感
じ
て
払
っ
た
が
、
無
料
と
言
っ
て
い

た
の
に
高
額
で
納
得
で
き
な
い
。

【
事
例
２
】　

　
「
見
積
も
り
無
料
」
の
チ
ラ
シ
を
見
て
廃
品

回
収
業
者
に
連
絡
し
て
来
て
も
ら
っ
た
。
自
転

車
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
の
処
分
を
依
頼
し
た

が
、
さ
ら
に
業
者
は
物
置
に
あ
る
ほ
か
の
物
品

を
物
色
し
、「
こ
れ
は
使
え
な
い
し
、
邪
魔
だ

ろ
う
」
と
言
い
な
が
ら
次
々
と
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
、
見
積
書
も
渡
さ
れ
ず
15
万
円
も
支
払

わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
問
題
点
】

　
「
無
料
回
収
」
と
称
し
て
、
高
額
な
請
求
を

す
る
悪
質
な
廃
品
回
収
業
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
見
積
書
を
出
さ
ず
に
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
高
額
な
請
求
を

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

事
例
の
よ
う
に
、
業
者
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
自
宅
に
来
て
く
れ
た
り
、
電
話
で
簡
単
に
依

頼
で
き
た
り
、
手
軽
に
不
用
品
を
回
収
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
際
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
っ
た
り
、
廃
棄
物
処
理
法
の
許
可
業
者

か
確
認
し
た
り
す
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す

る
知
識
の
不
足
が
廃
品
回
収
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
と
な
っ
て
し
ま
う
原
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
粗
大
ご
み
や
不
用
品
の
処
分
は
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
粗
大
ご
み
に
出
せ
な
い
家
電
製
品
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
市
町
村
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
電
製
品
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
適
用
に
な
り
ま

す
。
処
分
す
る
場
合
は
、
購
入
し
た
販
売
店

ま
た
は
買
い
替
え
を
す
る
販
売
店
に
依
頼
す

る
か
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

や
収
集
・
運
搬
の
費
用
が
必
要
で
す
。（
メ
ー

カ
ー
の
指
定
引
取
場
所
に
自
己
搬
入
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
）

③
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
は
市
町
村
の
許

可
を
受
け
た
業
者
し
か
行
え
ま
せ
ん
。
安
易

に
廃
品
回
収
業
者
に
処
分
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
や
す
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
の
廃
品
回
収
業

者
が
許
可
を
受
け
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
許
可
業
者
か
ど
う
か
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

④
廃
品
回
収
業
者
が
無
料
回
収
を
う
た
っ
て
い

て
も
、
回
収
時
に
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

廃
品
回
収
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

際
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

　

☎
０
４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当　
（
内
線
２
５
２
）

廃
品
回
収
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

くらしの 　　 番情報110

北彩タウン情報北彩タウン情報 でか
けませんか となりまち

ムジナもんと仲間たち　４コマまんがを募集
　ムジナもんと仲間たちの４コマまんがを募集してい
ます。愉快なアイデアをお待ちしています。

▶応募方法　市役所、市民プラザ、図書館、各公民館、
産業文化ホール、パープル羽生、ワーク
ヒルズ羽生で配布している応募用紙を使
用し、11月2日（火）までに郵送してく
ださい。【郵送】〒348－0058 羽生
市中央3－7－5 羽生市役所商工観光課
（市民プラザ内）※応募用紙は市のホー
ムページからもダウンロードできます

▶発　　表　平成23年1月上旬に入賞者へ通知
▶　 賞 　　 ・優秀作品12点（「広報はにゅう」に掲
　　　　　　 　載、副賞：ムジナもんグッズセット）
　　　　　　・入選作品30点（副賞：ムジナもん歯
　　　　　　　ブラシ）
▶そ の 他　応募作品の著作権は主催者に帰属し、作
　　　　　　品は返却しません。
▶問い合わせ　同課 ☎560―3111

羽  生  市
オニバス・ホテイアオイが見ごろです
　県内希少野生動植物種に指定されているオニバスは、
鋭いとげのある葉が直径１メートル以上になり、水面
に鮮やかな赤紫色のかれんな花を咲かせます。早朝に
開花し、８月中旬から９月上旬までが見ごろです。

▶場　　所　オニバス自生地（北川辺総合支所から東
　　　　　　へ１キロメートル）
▶問い合わせ　加須市北川辺総合支所環境経済課☎0280
　　　　　　－61－1205

　1.5ヘクタールの休耕田に薄紫色のホテイアオイが
咲いています。水に浮かんだホテイアオイが、辺り一
面に広がる景色をぜひお楽しみください。見ごろは８
月ごろです。

▶場　　所　道の駅「童謡のふる里おおとね」周辺
▶問い合わせ　米米倶楽部☎0480－72－2111また
　　　　　　は加須市大利根総合支所環境経済課
　　　　　　☎0480－72－1319

加  須  市

つけましたか？住宅用火災警報器
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問
　い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた
　いとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
　窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

 ８月１５日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 ８月２２日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

 ８月２９日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 ９月　５日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

 ９月１２日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　8月26日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年5月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　9月1日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年5月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　9月9日（木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　9月9日（木）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成22年3月15日～4月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中・後期）（要申し込み）
　受付日時　9月8日（水）午前10時15分～10時30分
　対　　象　7カ月～11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　9月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　9月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　9月14日（火）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　8月19日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします 
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方　

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

ひきこもり相談
日　　時　９月１日、10月6日、11月10日、12月1

日、平成23年1月5日、2月2日、3月2日
の各水曜日 午後１時30分

場　　所　加須保健所（加須市南町５－15）
対　　象　おおむね18歳以上のひきこもり状態にある

本人およびその家族
申し込み　同所精神保健福祉担当
　　　　　☎0480－61－1216



■2010.8.1  ■行田市役所／TEL556-1111

北河原小 9月  7日（火）
須加小 9月  8日（水）
泉小 9月  9日（木）
埼玉小 9月10日（金）
北小 9月15日（水）

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  8月24日㈫　※次回9月28日㈫の予約は 
  9月1日㈬から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   8月16日㈪、9月6日㈪　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   8月22日㈰、9月3日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  8月16日㈪・19日㈭・20日㈮・23日㈪ 
 ・26日㈭・27日㈮・30日㈪、9月2日㈭・
  3日㈮・6日㈪・9日㈭・10日㈮・13日㈪

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   8月19日㈭・26日㈭、9月2日㈭・10日㈮  

  ※市内在住の方対象の電話相談は8月21日㈯  
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   8月17日㈫・20日㈮・24日㈫・27日㈮・
  31日㈫、9月3日㈮・7日㈫・10日㈮・14日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 南河原隣保館   9月8日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   8月17日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   9月5日㈰ 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   8月17日㈫・24日㈫・31日㈫、　
  9月7日㈫・14日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （8月15日〜9月15日）

15

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
8月2日㈪・3日㈫・9日㈪・16日㈪・23日㈪
・30日㈪、9月1日㈬・6日㈪・13日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶日　　時　8月21日(土) 午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ながぐつをはいたねこ ほか（39分）、クーパ

王子の誘拐から身を守る大切なお約束（12分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　８月17日（火）、９月３日（金）・14日（火）
　　　　　　午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

▶場　　所　図書館おはなしのへや
▶対　　象　幼児・小学校低学年の児童およびその保護者
▶参 加 費　無料

・祭りの夜、川の向こう（吉来駿作）
・宇宙のしくみ　星空が語る（藤井旭）
・おばけのひやめし（ささきみお）
・ちいさなおうさま（三浦太郎）

▶日　　時　8月18日(水)午前10時30分〜11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　8月28日(土)午前11時　　
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　9月4日(土)午後2時　　
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　9月11日(土)午後2時　　
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　9月10日(金)午前10時30分　
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

主な新着図書 定例子ども映画会

おはなし会

ブックスタート

移動図書館巡回日程

おじいちゃん  おばあちゃんの玉てばこ

※変更となる場合があります

読み語りの会

日　　　時 内　　　容

 ８月  ４日（水）午後３時〜３時30分   昔のくらしを体験しよう

 ８月11日（水）午後３時〜３時30分   わたしたちの町、行田を知ろう①

 ８月18日（水）午後３時〜３時30分   わたしたちの町、行田を知ろう②

 ８月25日（水）午後３時〜３時30分   昔の遊びを体験しよう
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　６月27日、第２回ＶＩＶＡぎょうだまつりが男女共同参画
推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」で開催されました。
　イベントの一つ「親子で竹とんぼ作り」では、親子で協力
しながら竹を削ったりして２つとないオリジナル竹とんぼを
作りました。このほか、行田市民大学教育グループによる紙
芝居や行田市食生活改善推進員が作ったゼリーフライと米粉
のマドレーヌの試食、元埼玉県教育長の竹内克好さんによる
「子育て孫育て」と題した講演とハーモニカ演奏が行われ、多
くの来場者がさまざまなイベントを楽しんでいました。

親子でオリジナルの竹とんぼ作り

　７月１日、「みらい」文化ホールで第60回社会を明る
くする運動行田地区大会が開催されました。
　第１部の「心のリレー」広報ビデオ上映に続き、第２
部では女流棋士であり行田市観光大使の矢内理絵子さん
による「元気が出る思考力」と題した講演が行われまし
た。矢内さんは、不平不満を言わないことや目標を定め
てチャレンジし続けること、物事を好きになり楽しむこ
となど、将棋に取り組む心構えや普段の生活の中で意識
している元気の源について語っていました。

　７月12日、市役所でロビーコンサートが行われました。
　行田アンサンブル協会に所属する山田知世さんと櫻井
慶喜さんによるバイオリンとチェロの演奏が行われ、披露
された曲はクラシック音楽から聞き覚えのある映画の主
題歌までさまざま。聴いていた方々は２人が奏でる優雅
な音色に聞き入っていました。

矢内さんが語る元気の源

優雅な演奏にうっとり

「忍城おもてなし甲
かっちゅう

冑隊」結成

　歴史小説「のぼうの城」の舞台にもなった忍城の
武将たちに扮

ふん

して、行田の魅力を全国にＰＲする「忍
城おもてなし甲冑隊」が結成され、７月15日、市役
所を訪問しました。
　このＰＲ隊は、行田市のイメージアップに向けた
ＰＲ活動と市民のおもてなし意識の向上を図るため、
忍城址・郷土博物館をはじめとする市内各所で、観
光客との記念撮影を行うほか勇壮な剣舞パフォーマ
ンスの披露など、さまざまな活動を行っていきます。
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　７月18日、古代蓮の里で第13回行田蓮まつりが
開催されました。
　今や行田を代表するイベントの一つになったこの祭
り。今年は時間を延長して午後３時まで行われ、多く
の人出でにぎわいました。
　物産展や熱気球の試乗、金魚すくいなどの催しのほ
か、メインステージでは炎暑の中よさこいソーラン踊
りなどのさまざまなステージイベントが行われ、来場
者の注目を集めていました。

催し盛りだくさん　行田蓮まつり

志茂田景樹さんが行田を満喫

　７月16日、小説家の志茂田景樹さんが、古代蓮
や田んぼアートを見学しに、行田市を訪問しました。
　まず、市役所を訪れた志茂田さんは、工藤市長か
ら来訪の歓迎を受けた後、古代蓮の里へ赴きました。
志茂田さんは、蓮を間近に見て写真を撮ったり、展
望タワーから田んぼアートを眺めたりと、旬を迎え
た行田の観光名所を満喫しているようでした。

　６月26日、グリーンアリーナで第20回行田市
綱引き大会が開催され、市内の小学生60チーム、
６１４人が参加しました。
　試合開始のホイッスルが鳴ると、家族や仲間か
ら熱のこもった声援を受けた選手らは、チーム一
丸となって勝利を目指し、「オーエス」と声を掛け
合いながら、力を振り絞りました。手に汗握る熱
戦が何試合も繰り広げられ、会場は熱気と興奮に
包まれていました。

　７月15日、見沼中学校の２年生が、学校東側
の畑で、行田在来青大豆の種まきを行いました。
　これは、総合的な学習のひとつとして昨年から
始まった取り組みで、種をまき、収穫し、味わう
という一連の体験を通して食育を推進するもので
す。秋には収穫した大豆を使って豆腐などを作る
予定となっている生徒たちは、大豆の成長を楽し
みにしながら種をまいていました。

チーム一丸となって

総合学習で青大豆を栽培



広  場
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今
月
紹
介
す
る
の
は
、
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
果
た
し
て
い
る
小
学
６
年
生
の
木
元
風
哉
さ

ん
で
す
。

　

テ
ニ
ス
が
趣
味
と
い
う
お
父
さ
ん
の
ラ
ケ
ッ
ト
や

ボ
ー
ル
が
、
幼
少
期
の
木
元
さ
ん
の
身
近
な
遊
び
道

具
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

た
６
歳
の
こ
ろ
。
近
所
に
同
じ
年
ご
ろ
の
男
の
子
が

少
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
友
達
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
両
親
の
願
い
も
あ
っ
て
、

２
つ
上
の
お
兄
さ
ん
と
と
も
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

サ
ー
ク
ル
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
齢
も
一

番
下
で
、
体
格
も
一
番
小
さ
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

負
け
ん
気
は
人
一
倍
。「
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
練
習
で
、お
兄
ち
ゃ
ん
が
先
に
上
の
グ
ル
ー

プ
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
悔
し
か
っ
た
」
と
話

す
よ
う
に
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
誰
に
も
負
け
た
く
な

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
備
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

週
２
回
だ
っ
た
練
習
は
、
２
年
生
で
週
３
回
、
３

年
生
で
週
５
回
と
増
え
、今
で
は
雨
の
日
で
も
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
な
ど
、
平
日

２
～
３
時
間
、
休
日
に
は
７
時
間
も
の
練
習
に
弱
音

を
吐
か
ず
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
朝
練
習
と

し
て
、
総
合
公
園
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
基
礎
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
な
ど
、
テ
ニ
ス
へ
の
情
熱
は
日
々
膨
ら

む
一
方
の
木
元
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ド
な
練
習

が
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
試
合
で
も
そ
の
実
力
は
存

分
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
２
年
生
の
と
き
に
初
出
場

し
た
公
認
大
会
で
、
１
０
０
人
以
上
も
の
選
手
が
い

る
中
ベ
ス
ト
８
に
。
５
年
生
の
と
き
に
は
「
埼
玉
県

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」
お
よ
び
「
埼
玉
県

小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」
で
共
に
４
位
に
入
賞

し
、
関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
１
月
か
ら
立
て
続
け
に
行
わ
れ
て
い
る
３
大
大

会
「
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
」・「
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」・「
全
国
小
学
生
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
」
で
も
、
県
予
選
を
突
破
。
関
東

大
会
を
経
て
全
国
大
会
出
場
を
決
め
る
な
ど
、
一
目

置
か
れ
る
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
小
学
６
年
生
で
あ
り
な
が
ら
、
テ
ニ
ス
に
関

す
る
１
年
間
の
計
画
と
目
標
を
紙
に
書
き
出
し
、し
っ

か
り
と
前
を
見
据
え
る
芯
の
強
さ
と
、
攻
撃
的
な
プ

レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
大
人
も
顔
負
け
。
こ
れ
か
ら
も
、

木
元
さ
ん
は
自
ら
打
ち
立
て
た
信
念
を
胸
に
、
熱
意

と
い
う
名
の
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
み
続
け
ま
す
。

	

中
央	

藤
野　

芳
江

青
梅
や
や
が
て
美
味
し
い
食
前
酒

	

忍	

伊
藤　

英
子

黄こ
う
じ
ゅ
く
熟
の
麦
の
光
や
赤
城
山

	

忍	

岡
田　
　

修

手
を
か
ざ
す
裸
婦
像
の
天
燕
く
る

	

荒
木	

秋
山　

二
郎

青
梅
や
産
毛
に
や
ど
す
雨
の
つ
ぶ

	

下
中
条	

梶
原　

銃
司

人
ま
ば
ら
古
墳
の
朝
の
涼
気
か
な

	

酒
巻	

風
間
ち
ま
子

梅
雨
明
け
の
棚
田
に
映
え
る
夕
日
か
な

	

北
河
原	

小
島　

光
子

光
射
す
新
緑
の
木
々
生
き
生
き
と

	

深
水
町	

松
岡　
　

博

田
一
枚
早
苗
の
色
に
染
ま
り
け
り

	

向
町	

佐
藤　

猶
子

厨く
り
やよ

り
嫁
の
ハ
ミ
ン
グ
梅
雨
に
入
る

	

西
新
町	

矢
野　

勝
一

髪
白
し
抱
え
し
薔
薇
の
赤
き
か
な

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

中
里	

鯨　

美
智
子

夏
椿
地
に
落
ち
て
な
お
白
き
花

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

海
の
虹
水
平
線
の
果
つ
る
迄

	

持
田	

丸
山　

麟
一

梅
雨
空
や
逢
え
ば
高
齢
い
と
こ
会

	

荒
木	

高
沢
よ
ね
子

村
の
色
植
田
の
風
に
な
っ
て
お
り

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

遠
退
く
も
昔
の
声
や
閑か
ん
こ
ど
り

古
鳥

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
12
ヵ
月
』（
押
し
花
絵
）

細
井　

一
江
（
犬
塚
）

私
の
作
品

私
の
作
品

攻
撃
的
な
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で

全
国
大
会
出
場

木
元　

風ふ
う

哉や 

さ
ん
（
11
歳･

上
池
守
）



飯
田　

天て
ん
が雅

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
隆
一
さ
ん　

母
・
麻
衣
さ
ん

平
成
21
年
８
月
２
日
生
ま
れ

「
健
や
か
に
兄
弟
仲
良
く
ね
！
」

櫻
井　

仁ひ
と
み心

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
俊
夫
さ
ん　

母
・
千
景
さ
ん

平
成
21
年
８
月
17
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」
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た
っ
た
３
本

の
弦
か
ら
小
気

味
よ
い
音
を
響

か
せ
る
三
味
線
。

今
月
は
平
成
21

年
４
月
に
結
成

さ
れ
た
三
味
線

サ
ー
ク
ル
「
静

河
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル

は
平
成
20
年
11

月
に
行
わ
れ
た

南
河
原
地
区
の

文
化
祭
で
、
指
導
者
の
神
田
静
子
さ
ん
が
三
味

線
の
演
奏
を
披
露
し
、
そ
の
力
強
い
音
色
に
魅

了
さ
れ
た
方
が
中
心
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
毎
月
第
１
・
２
・
４
木
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
９
時
ま
で
男
女
合
わ
せ
て
９
人
が
南
河
原

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

三
味
線
に
は
津
軽
・
秋
田
・
南
部
・
民
謡
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
同

サ
ー
ク
ル
は
激
し
い
弾
き
方
を
す
る
津
軽
三
味

線
と
穏
や
か
な
弾
き
方
を
す
る
秋
田
三
味
線
を

主
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
結
成
当
初
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
は
三
味
線
に
触
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
神
田
さ
ん
の
熱
心

で
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
現
在
は
「
り
ん

ご
節
」
や
「
津
軽
甚
句
」
な
ど
５
曲
も
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
自
ら
の
上
達
に
喜

び
の
表
情
を
浮
か
べ
る
一
方
で
、
現
状
に
満
足

せ
ず
「
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」
と
語
る
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
弦
を
押
さ
え
る
滑
ら
か

な
手
の
動
き
と
力
強
く
弦
を
叩
く
撥ば

ち
さ
ば
き
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
、
自
宅
で
も
自
主

的
に
練
習
す
る
な
ど
、
向
上
心
を
持
っ
て
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
、

結
成
し
て
初
め
て
人
前
で
演
奏
を
披
露
し
た
同

サ
ー
ク
ル
。
現
在
の
目
標
は
「
南
河
原
音
頭
」

を
習
得
し
、
11
月
に
行
わ
れ
る
南
河
原
地
区
の

文
化
祭
で
披
露
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
三
味

線
に
情
熱
を
注
ぐ
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ

た
躍
動
感
溢
れ
る
音
色
は
、
聴
く
人
々
の
心
も

躍
ら
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

佐
々
木
宅
☎
５
５
７―

６
２
２
６

本
山　

大ひ
ろ
と登

ち
ゃ
ん（
皿
尾
）

父
・
健
太
郎
さ
ん　

母
・
裕
子
さ
ん

平
成
21
年
８
月
23
日
生
ま
れ

「
康
正
に
ぃ
に
と
仲
良
く
ね
」

江
幡　

美み

か香
ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父
・
勝
由
さ
ん　

母
・
佐
知
子
さ
ん

平
成
21
年
８
月
16
日
生
ま
れ

「
心
美
し
く
健
や
か
に
育
っ
て
ね
」

吉
田　

航わ
た
るち

ゃ
ん（
西
新
町
）

父
・
智
裕
さ
ん　

母
・
ゆ
か
り
さ
ん

平
成
21
年
８
月
15
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
」

静
せ い

   河
が

   会
～心躍らす音を奏でて～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○8月31日(火)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募
要領は市ホームページを
ご覧ください。

○応募者多数の場合は、9月2日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成21年10月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

８
月
16
日
㈪
午
後
６
時
～

９
時　

▼
場
所　

忍
川
翔
栄
橋
周
辺

（
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北
側
）
▼
そ

の
他　

小
型
と
う
ろ
う
を
１
基

８
０
０
円
で
頒
布
し
ま
す
。
ま
た
、

行
田
音
頭
保
存
会
に
よ
る
新
行
田
音

頭
演
舞
を
行
い
ま
す
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

行
田
市
観
光
協
会(

商
工
観

光
課
内
・
内
線
３
８
２)

　

料
理
は
初
め
て
と
い
う
方
、
料
理

の
経
験
は
あ
っ
て
も
自
己
流
と
い
う

方
、
幅
広
い
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時　

①
９
月
４
日
㈯ 

②
10
月

24
日
㈰ 

③
11
月
６
日
㈯ 

午
前
９
時

30
分
～
正
午
※
１
回
の
み
の
参
加
も

可　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

調
理
室　

▼
テ
ー
マ　

①
簡
単
中
華 

②
簡
単
イ
タ
リ
ア
ン　

③
そ
ば
打
ち 

▼
講
師　

①
②
大
神
智
子
さ
ん
、
秋

山
玉
江
さ
ん　

③
長
谷
川
好
宏
さ
ん 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性 

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加

費　

①
②
各
５
０
０
円　

③
８
０
０

円　

▼
持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ

ン
、上
履
き　

▼
そ
の
他　

保
育（
２

歳
以
上
の
未
就
学
児
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
８
月
24
日
㈫
ま
で
に
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

８
月
17
日
㈫
～
28
日
㈯
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ

う
だ
☎
５
５
６―

９
３
０
１

▼
日
時　

８
月
29
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・

２
部　

②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

③
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・
２
部　

④
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

⑤
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部

（
50
歳
以
上
） 

⑥
中
学
生
の
部
（
男
・

女
シ
ン
グ
ル
ス
）
※
一
人
２
種
目
ま

で
と
し
、
男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重

複
は
不
可　

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参
加
費　
【
シ

ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ
ア
６
０
０

円
、
中
・
高
校
生
５
０
０
円　
【
ダ

ブ
ル
ス
】
一
般
１
組
８
０
０
円
、
高

校
生
１
組
５
０
０
円
※
連
盟
未
登
録

者
各
種
目
２
０
０
円
増
し　

▼
主
催 

行
田
市
体
育
協
会
、
行
田
市
卓
球
連

盟　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

12
日
㈭
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
同
連
盟
事
務
局
田
島
直
也

（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行
田
市
小
針

２
５
８
５
）
☎
５
５
９―

３
７
８
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

①
９
月
12
日
㈰ 

②
19
日

㈰ 

午
前
９
時
受
付
開
始
※
雨
天
の

場
合
は
26
日
㈰　

▼
場
所　

総
合
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
種
目　

①

【
男
子
】
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、
シ
ン
グ
ル

ス
Ｂ
【
女
子
】
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、
シ
ン

グ
ル
ス
Ｂ 

②【
男
子
】
シ
ン
グ
ル
ス

Ａ
、
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
【
女
子
】
シ
ン
グ

ル
ス
Ａ
、
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
※
各
種
目
Ｂ

ク
ラ
ス
は
初
級
ク
ラ
ス　

▼
参
加
費 

シ
ン
グ
ル
ス
１
千
５
０
０
円
、
ダ
ブ

ル
ス
２
千
円(

１
組) 

▼
主
催　

行

田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
申
し
込
み 

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
内
で
配
布
し
て
い
る
大
会
要
領

を
参
照　

▼
問
い
合
わ
せ　

競
技
委

員
長
山
崎
宅
☎
５
４
３―
５
５
２
７

▼
日
時　

９
月
１
日
㈬
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

９
月
８
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
担
当
）
大お
お

庭ば

☎
５
５
４―

２
７
０
２

▼
日
時　

９
月
19
日
、
10
月
17
日
の

各
日
曜
日 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー 

▼
講
師　

森
篤
嗣
さ
ん
（
国
立
国
語

研
究
所
）、
松
尾
恭
子
さ
ん
（
国
際

日
本
語
普
及
協
会
） 

▼
定
員　

30
人 

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　

行
田
に
ほ

ん
ご
教
室　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

９
月
５
日
㈰
ま
で
に
三
友
宅

☎
５
５
４―

９
０
０
８
ま
た
は
五
十

幡
宅
☎
５
５
６―

５
１
５
６

と
う
ろ
う
流
し
納
涼
大
会

 

第
29
回
市
長
杯
争
奪

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

 

不
動
産
無
料
相
談

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

日
本
語
指
導
講
習
会

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 
行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

 

男
の
料
理

～
簡
単
レ
シ
ピ
で
本
格
的
な
味
を
～



売
り
料
金
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い 

川
島
書
店
、
忍
書
房
、
宮
脇
書
店
行

田
店　

▼
そ
の
他　

１
～
５
歳
の
託

児
あ
り
（
１
人
１
千
２
０
０
円
※
要

予
約
）、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
中　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市

教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

カ
タ
リ
ベ
フ
ィ
ル
ム
茂
木
☎
０
９
０

―

７
８
２
６―

７
７
１
４

画
伯
に
な
ろ
う

▼
日
時　

８
月
21
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
内
容　

壁
を
塗
る
材
料（
左
官
材
）

で
壁
掛
け
画
な
ど
を
作
る
。 

▼
対

象　

小
学
生
以
上　

▼
定
員　

30
人 

▼
参
加
費　

５
０
０
円　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
９
５

▼
日
時　

９
月
５
日
㈰
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　

百
万
本
の
バ
ラ
、
真

夜
中
の
ギ
タ
ー
、
誰
か
故
郷
を
想
わ

ざ
る
、
恋
の
バ
カ
ン
ス
ほ
か　

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
大
正
琴

連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市

▼
日
時　

11
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午
ご
ろ　

▼
場
所　

バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
駐
車
場
西
側
芝
生
広
場
ほ
か 

▼
内
容　

行
田
商
工
祭
・
忍
城
時
代

ま
つ
り
で
、
実
行
委
員
会
が
用
意
し

た
鎧
衣
装
を
着
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
役
柄
に
よ
っ
て
は
簡
単
な
セ

リ
フ
が
あ
り
ま
す
。 

▼
そ
の
他 

当
日
の
着
付
け
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
併
せ
て
募
集

し
ま
す
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

８
月
31
日
㈫
ま
で
に
行
田
商
工

会
議
所
☎
５
５
６―

４
１
１
１

▼
日
時　

９
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

佐
間
公

民
館
ホ
ー
ル　

▼
対
象　

60
歳
以
上

の
方
、
幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の

保
護
者　

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加

費　

大
人
３
０
０
円
、
小
人
１
０
０

円
（
保
険
代
含
む
）
※
当
日
徴
収 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

23
日
㈪
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

８
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
進
脩

塾
素
読
教
室
発
表
会　
【
第
２
部
】

村
山
吉
廣
さ
ん
（
日
本
詩
経
学
会
会

長
）
に
よ
る
講
演　

▼
入
場
無
料 

▼
主
催　

㈶
忍
郷
友
会
、　

漢
字
文

化
振
興
会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合

わ
せ　

田
代
宅
☎
５
５
６―

３
７
２
８

▼
日
時　

９
月
18
日
㈯
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

行
田
足
袋
に
か
か

わ
っ
て
き
た
人
々
の
思
い
出
を
中

心
に
、
足
袋
文
化
や
技
術
を
未
来

に
残
そ
う
と
す
る
思
い
を
追
っ
た

「
ミ
シ
ン
の
子
守
唄
」（
60
分
）
と
、

病
気
に
負
け
ず
思
い
や
り
と
希
望

を
胸
に
成
長
し
て
い
く
小
児
が
ん

の
子
供
た
ち
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
１
０
５
分
）

の
２
本
立
て　

▼
入
場
料　
【
前
売

り
券
】
１
千
３
０
０
円
【
当
日
券
】

１
千
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
前

教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
連
盟
大
澤
宅
☎
５
５
６―

５
０
８
５

▼
日
時　

９
月
11
日
㈯
午
後
３
時
～

６
時　

▼
場
所　

南
川
げ
ん
き
ク
リ

ニ
ッ
ク
駐
車
場
（
小
見
１
４
０
１―

１
） 

▼
内
容　

屋
台
（
焼
き
鳥
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
そ
ば
、
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
、
か
き
氷
、
綿
あ
め
、
輪

投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
）、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
チ
ケ
ッ
ト
・
高
級
フ

ル
ー
ツ
が
当
た
る
ク
イ
ズ
大
会
、
盆

踊
り
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
ク

リ
ニ
ッ
ク
☎
５
５
４―

８
８
３
５

▼
日
時　

８
月
26
日
㈭
～
30
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
30
日
は
午
後

４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

八
木
橋
百
貨

店
８
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市

仲
町
74
） 

▼
内
容　

障
が
い
者
施
設

で
作
ら
れ
た
製
品
な
ど
の
販
売
、
コ

ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど 

▼
主
催　

ａ
ｍ
ｐ
か
わ
い
い
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
０
実
行
委
員
会　

▼
問
い

合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ

う
せ
ん
☎
５
５
５―

１
１
０
０

広告

21

行
田
市
漢
字
文
化
講
演
会

行
田
ミ
ニ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」

 

ａ
ｍ
ｐ
か
わ
い
い
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
０

 

大
正
琴
演
奏
会

行
田
商
工
祭
・
忍
城
時
代

ま
つ
り
鎧

よ
ろ
い武

者

三
世
代
交
流
う
ど
ん
打
ち
会

 

南
川
げ
ん
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

秋
ま
つ
り



催し・募集
m

aster@
saitam

a-sw
g.or.jp 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
公
社
経
営
企
画

課
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
担
当
☎
０
４
８

―

８
３
８―

８
５
８
５

▼
日
時　

８
月
10
日
㈫
午
後
２
時 

▼
配
布
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
よ
び

生
活
課　

▼
花
の
種
類　

金
せ
ん

花
、
美
女
撫な

で
し
こ子
、
ポ
ピ
ー
、
白
花
カ

ス
ミ
草
、
八
重
矢
車
草
（
各
１
０
０

袋
）
※
無
く
な
り
次
第
終
了　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
課
（
内
線
２
５
１
）

▼
日
時　

①
８
月
９
日
㈪
～
19
日
㈭

②
8
月
10
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容 

①
原
爆
写
真
の
展
示 

②
戦
争
体
験

者
に
よ
り
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

生
活
課
（
内
線
２
５
１
）

▼
日
時　

８
月
31
日
、
９
月
７
日
・

14
日
、
10
月
19
日
・
26
日
、
11
月
２

日
の
各
火
曜
日 

午
後
１
時
～
３
時

（
全
６
回
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
交
流
創

作
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
で
陶
芸
未
経
験
ま
た
は
経
験
の

少
な
い
方　

▼
定
員　

12
人
（
未
経

験
の
方
６
人
・
経
験
の
少
な
い
方
６

人
）※
未
経
験
の
方
は
先
着
順
と
し
、

経
験
の
少
な
い
方
は
経
験
歴
の
低
い

方
を
優
先
す
る
た
め
、
結
果
を
後
日

連
絡
し
ま
す
。 

▼
参
加
費 

８
０
０
円　

▼
持
ち
物　

使
い
古
し

の
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

17
日
㈫
午
前
９
時
～
25
日
㈬
午
後
５

時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

９
月
５
日
～
平
成
23
年
３

月
20
日
の
第
１
・
３
・
５
日
曜
日(

１

月
２
日
を
除
く)
午
前
10
時
～
正
午

（
全
15
回
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
３
研
修
室 

▼
対
象　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
お

よ
び
基
礎
課
程
を
修
了
し
た
方
、
ま

た
は
同
等
の
手
話
技
術
を
有
す
る
方 

▼
定
員　

20
人(

先
着
順) 

▼
受
講

無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

８
月
９
日
㈪
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

９
月
９
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館　

▼

内
容　

全
血
献
血　

▼
持
ち
物　

献

血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
） 

▼
主
催 

行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問
い

合
わ
せ　

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎
０
４
２―

 

９
８
５―

６
９
３
３

▼
日
時　

８
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30

分　

▼
場
所　

持
田
公
民
館
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

子
供
た
ち
が
作
っ
た
仕
掛

け
か
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
て
脱
出
し
よ

う　

▼
参
加
費　

３
歳
以
上
３
０
０

円
（
デ
ザ
ー
ト
、
ド
リ
ン
ク
付
き
） 

▼
持
ち
物　

皿
、ス
プ
ー
ン
、フ
ォ
ー

ク
、
コ
ッ
プ　

▼
そ
の
他　

未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と　

▼
問
い

合
わ
せ　

行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局

☎
０
９
０―

３
８
１
６―

５
３
７
４

水
循
環
セ
ン
タ
ー
見
学
会

▼
日
時　

９
月
８
日
㈬
～
10
日
㈮

【
午
前
の
部
】午
前
10
時【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
30
分　

▼
場
所　

元
荒
川

水
循
環
セ
ン
タ
ー
（
桶
川
市
小
針
領

家
９
３
９
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
の
方　

▼
参
加
無
料　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月
27
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
下
水
道
課
普
及
促
進

担
当
☎
５
６
４―

０
３
０
３

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
標
語

▼
募
集
作
品　

下
水
道
に
関
す
る
事

柄
に
つ
い
て
、
誰
に
で
も
親
し
み
や

す
く
感
じ
る
作
品　

▼
応
募
資
格 

県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
※
連

名
に
よ
る
応
募
不
可　

▼
規
格　

は

が
き
（
ま
た
は
は
が
き
大
の
用
紙
）

に
作
品
１
点　

▼
応
募
方
法　

９
月

17
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
児
童
・

生
徒
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
、
組

を
記
入
）、電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
㈶
埼
玉
県
下
水
道

公
社
経
営
企
画
課
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
担
当　
【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
３
８

―

０
８
３
７
さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島

７―

２―

23
【
Ｅ
メ
ー
ル
】
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広告

第
50
回
下
水
道
の
日
の
集
い

平
和
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

「
花
の
種
」
の
無
料
配
布

平
和
を
願
う
原
爆
写
真
展

と
平
和
の
語
り
部

脱
出
ゲ
ー
ム
「
Ｄで

て

Ｅ
Ｔ
Ｅ
…
」

 

手
話
講
習
会

（
基
礎
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
）

 

献　

血

 

陶
芸
教
室

《住民基本台帳人口》
人口86,138人　　男42,935人　　女43,203人　　世帯数32,502世帯
6月中の異動　出生48人　転入等149人　死亡57人　転出等165人

行田市の人口と世帯
（平成22年 7月１日現在）



▼
日
時　

９
月
７
日
㈫
午
後
１
時

～
３
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
２
０
２
会
議
室　

▼
内
容 

ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。 

▼
講

師　

㈱
ア
ロ
マ
グ
レ
ー
ス 

ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

▼
対
象　

乳
児
と
そ
の
保

護
者　

▼
定
員　

6
組
12
人
（
先

着
順
） 
▼
参
加
費　

１
組
２
千
円 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８

月
16
日
㈪
午
後
２
時
～
９
月
１
日

㈬
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー

▼
日
時　

11
月
6
日
㈯
午
後
３
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

和
太
鼓

集
団
「
鬼
太
鼓
座
」
の
公
演　

▼

入
場
料　

全
席
指
定
３
千
５
０
０

円　

▼
前
売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　

９
月
４
日
㈯
午
前
9

時
か
ら
産
業
文
化
会
館
ほ
か
各
プ

23

広告

市県民税・・・・・・・・２期　　　介護保険料・・・・・・・・２期　　　納期限・・・８月31日（火）
国民健康保険税・・・・・２期　　　後期高齢者医療保険料・・・２期

今月の納税

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け

付
け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
古
代

蓮
会
館
に
入
館
し
た
小
・
中
学
生

を
対
象
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
し
、
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
期
間　

8
月
10
日
㈫
～
22
日
㈰ 

▼
対
象　

小
・
中
学
生
（
入
館
料

２
０
０
円
が
必
要
） 

▼
そ
の
他 

景
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。

▼
会
期　

8
月
18
日
㈬
～
30
日
㈪

（
火
曜
日
休
館
）
午
前
9
時
～
午

後
４
時
30
分
※
入
場
は
午
後
４
時

ま
で　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容 

行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員
に
よ
る

作
品
展　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

９
月
11
日
㈯
午
後
1
時

～
3
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
２
０
１
会
議
室　

▼
内
容 

日
常
の
言
葉
使
い
や
上
手
な
あ
い

さ
つ
の
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
す
。 

▼
講
師　

㈱
ア
ロ
マ
グ
レ
ー
ス
専

任
マ
ナ
ー
講
師　

▼
対
象　

小
学

生
（
３
年
生
か
ら
６
年
生
向
け
） 

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参

加
費　

５
０
０
円　

▼
そ
の
他 

保
護
者
は
無
料
で
見
学
可　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
16

日
㈪
午
後
2
時
～
9
月
1
日
㈬
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

キ
ッ
ズ
マ
ナ
ー
レ
ッ
ス
ン

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
レ
ッ
ス
ン

ク ラ ブ 名 日　　時 場　　所 内　　　　容 対 　象 会　費 申し込み・問い合わせ

①ボクササイズ
　ヒーリングクラブ

毎週金曜日の午後7
時30分～ 8時30分

グリーンアリーナ
剣道場ほか ボクシングの動作を取り入れたエクサ

サイズなどを行い、脂肪燃焼を促進さ
せダイエット効果を高めます。

18歳以上
の方

月額
2,000円

直接または電話でグ
リーンアリーナ
※先着順(定員にな
り次第、入会待ちと
しての受付に変更と
なります)
☎５５３－３３７７

月額
2,000円②ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の午前10

時～11時
グリーンアリーナ
剣道場ほか

③ピラティスクラブ
毎週土曜日の午前11
時10 分 ～ 午 後 0時
10分

グリーンアリーナ
柔道場ほか

バレエやヨガの要素を取り入れたエク
ササイズであるピラティスを行い、柔
軟性や筋力、バランスなどを養うこと
で、美容や肩こり・腰痛などの改善に
役立てます。

月額
3,000円

鬼
太
鼓
座
ツ
ア
ー
２
０
１
０

「
鬼
魂
一
打
」

第
24
回
行
田
市
書
道
展

古
代
蓮
の
里

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グリーンアリーナ いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員募集



G
y
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d

a
 C
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 P
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b
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e
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t

io
n
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今
回
紹
介
す
る
近
代
化
遺
産
は
、
城
下
町
特
有
の

鍵
の
手
に
曲
が
る
新し
ん
だ
な
ど
お

店
通
り
に
面
し
た
行
田
６―

９

に
所
在
す
る
大
木
家
石
蔵
で
す
。

　

こ
の
間
口
４
間
、
奥
行
２
間
半
の
２
階
建
て
の
石

蔵
は
、
孝
子
足
袋
の
商
標
で
知
ら
れ
た
大
木
末
吉
商

店
が
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
敷
地
の
一
番
奥
に

棟
上
げ
し
た
足
袋
蔵
で
す
。
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）

に
経
済
統
制
が
解
除
さ
れ
る
と
、
行
田
の
足
袋
産
業

界
は
息
を
吹
き
返
し
、
再
び
足
袋
蔵
が
建
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
木
材
が
不
足
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
石
蔵
が
多
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
石
蔵
は
、
木
材
が
入
手
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
主
柱
を
建
て
ず
に
大
谷
石
を
積
み
上
げ
て
壁
を
造

り
、
そ
の
上
に
屋
根
を
乗
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

２
階
の
窓
も
大
谷
石
の
引
き
戸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
足
袋
蔵
と
同
様
に
、

北
側
に
は
一
切
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
大
木
家
は
、
間
口
が
狭

く
奥
行
が
長
い
短
冊
形
の
敷
地
に
、

店
舗
兼
住
宅
、
足
袋
工
場
、
足
袋

蔵
が
一
列
に
並
び
、
南
側
に
通
路
が

表
か
ら
裏
へ
と
通
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
江
戸
時
代
の
行
田
町
（
商

人
町
）
に
あ
る
足
袋
商
店
の
典
型

的
な
建
物
配
置
で
す
。

　

戦
後
復
興
を
遂
げ
た
足
袋
産
業

界
は
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
に

ナ
イ
ロ
ン
靴
下
の
量
産
が
始
ま
る

と
、
服
装
の
洋
装
化
と
相
ま
っ
て
失
速
し
て
行
き
ま

す
。
そ
し
て
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）
を
最
後
に
、

足
袋
蔵
の
建
設
は
終
息
し
ま
し
た
。
こ
の
大
木
家
の

石
蔵
は
、
戦
後
の
行
田
の
足
袋
産
業
の
復
興
と
最
後

の
隆
盛
を
物
語
る
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

今
回
ま
で
30
回
に
わ
た
っ
て
足
袋
蔵
を
中
心
に
行

田
市
中
心
市
街
地
の
近
代
化
遺
産
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
市
内
に
は
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
だ
け

で
約
１
３
０
棟
も
の
蔵
（
内
約
90
棟
が
足
袋
蔵
）
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
無
用
の
長
物
と
考
え
る

か
、
貴
重
な
歴
史
資
産
と
考
え
て
ま
ち
づ
く
り
に
有

効
に
活
用
し
て
い
く
か
で
、
行
田
の
ま
ち
の
未
来
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
了
）

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
木綿豆腐300ｇ　豚ひき肉80ｇ　にら1/2束　A【しいたけ2枚、長ネギ50ｇ、にん
にく1/2片、ショウガ薄切り2枚】　サラダ油大さじ1　豆板醤小さじ1/2 ～ 1　ごま油
適量　調味料【顆

かりゅう

粒鶏がらだし小さじ1/2、オイスターソース大さじ1/2、みそ大さじ
1/2、酒大さじ1、こしょう少々、水１カップ】　Ｂ【かたくり粉大さじ1、水大さじ2】

作り方
①豆腐は2cm角に切り、水気をきっておく。Ａはみじん切り、にらは2cmの長さに

切る。調味料は合わせ、Bで水溶きかたくり粉を作る。
②フライパンに油を熱してAをいため、豚ひき肉・豆板醤を加えていためる。
③②に調味料を加えて煮、さらに豆腐を加えてひと煮たちさせ、Bでとろみをつける。
④にらを加えてさっと混ぜ、ごま油を回しかけて火を止める。

栄養成分（１人分）
エネルギー 327kcal　たんぱく質 19.6g　脂質 20.9g 
炭水化物 13.0g　食塩相当量 1.9g　カルシウム 210mg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。

197

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

30

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　豆腐は良質のたんぱく質を含み、血中コレステロールや中性脂肪を下げる成分が血管
をしなやかに保ちます。また、更年期障害の予防・改善に役立つイソフラボンや骨を丈
夫にするカルシウムも多く含み、消化の良い低カロリーな食品です。
　ピリッときいた辛味が食欲とスタミナをアップさせます。

　７月18日、行田蓮まつりの会場で第１回軽トラ朝市が開催されました。
　これは地産地消活動の一環として行われているもので、軽トラックに積まれた
新鮮な朝採りの農産物を買い求めるたくさんの来場者でにぎわいました。

大木家石蔵（孝子蔵）

市
報

 ぎ
ょ

う
だ

  N
o.770

今月の表紙

平
成

22
年

8
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
L

５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５

５
０

−
２

１
１

６
ホ

ー
ム

ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l

麻 婆 豆 腐No.89

大
木
家
石
蔵
（
孝
子
蔵
）

手軽に簡単　本格中華
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